
 
 

小金井市緑町第二町会 
 

令和４年度総会 
（第６３回） 

 

 

＜議 案 書＞ 
 

 

 

 

日 時 ： 令和４年 ５月２２日（日） 

         午後 ２時 ～ ４時 

   会 場 : 現代座会館 ３階 小さな劇場 

      （緑町５丁目１３ - ２４） 
  



 

令 和 ４ 年 度 総 会 次 第  

 

                    司会進行：鴨下副会長 

１ 開会の言葉 (司会)  

２ 会長挨拶 (一色会長) 

３ 議 事 （議長：一色会長） 

 第１号議案 令和３年度活動報告 (本橋副会長) 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰   ２ 

第２号議案 令和３年度収支決算 (中野会計) 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰  ４ 

 第３号議案 令和３年度会計監査報告 (松本・松永会計監査役) 〰〰〰  ４ 

 第４号議案 令和４年度活動計画 (本橋副会長) 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰  ５ 

第５号議案 令和４年度収支会計予算 (中野会計) 〰〰〰〰〰〰〰〰   ７ 

 第６号議案 緑町第二町会規約の一部改正（本橋副会長) 〰〰〰〰〰   ８ 

 第７号議案 緑町第二町会役員の選任 (一色会長) 〰〰〰〰〰〰〰〰 １３ 

４ 参考資料の説明（古明地副会長) 

 (1) 緑町第二町会の地域 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 １４  

 (2) 緑町第二町会の部・班の構成 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 １５ 

 (3) 緑町第二町会 規約  〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 １６ 

５ 退任の挨拶（鴨下・古明地副会長） 

６ 閉会の言葉 (  副会長) 

 

 

１ 



             （第１号議案） 

  令 和 ３ 年 度 活 動 報 告  
         

年  月 日 内       容 

  ４ １８  令和２年度会計監査、第１回役員会（総会提出議案の調製） 

  

５ 

２０  緑町連合町会令和３年度理事役員会総会 関係役員出席 

  
３０ 

 令和３年度定期総会 

令  第２回役員会 (商店会街路灯への防犯カメラ設置への協力の協議） 

  ６ ５  みどり子供会 廃品回収に協力 

  ７ ８  緑町連合町会第１回理事役員会 関係役員出席 

和 

８ 

１  第３回役員会  (敬老行事の協議、町会連合会行事の検討状況報告） 

  22 ～ 
 朝のラジオ体操（みどり子供会と共催） ７日間実施 

  ２８ 

  
９ 

１６ 
  連合町会の大運動会・避難防災訓練中止決定(9 月 12 日)を役員会構成員へ通

知  町会員へ回覧板回付及びホームページ掲載により周知 

３ １９  敬老の日お祝いご自宅訪問（みどり子供会と共催） 10１世帯 （１33 名) 

  

１

１ 

４  小金井市町会自治会ブロック会 町会長出席 

  ６  みどり子供会 廃品回収に協力 

年 １４  第４回役員会 (行事中止による残余金の使途及び第二町会研修事業の協議） 

  

１

２ 

１  緑町連合町会第２回理事役員会 関係役員出席 

  ３  役員会研修「地域防災」について正副会長 市役所担当課に講師依頼、意見交換 

  ２８  消防団第２分団歳末特別警戒激励会 正副会長出席  

  １ ９  消防団出初式への第２分団参加激励 正副会長出席  

令 
２ 

５  みどり子供会 廃品回収に協力 

和 ６  第５回役員会  (総会・準備業務の日程及び残余金による還元物品配布の協議) 

４ 

３ 

２  緑町連合町会第３回理事役員会 関係役員出席 

年 
 11 

～ 
 町会加入世帯へ残余金による防災グッズ及びごみ袋を配布 457 世帯 7事業

所 
  １３ 

 第二町会：総会 １回、役員会 ５回、行事 ２回、その他 ３回 

 連合町会：総会 １回、理事役員会 ３回 
 そ の 他：消防団行事出席 ２回、市主催会議出席 １回、みどり子供会行事協力 ３回 



  



  



  



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

（第４号議案） 

令和４年度活動計画 

  目 標 

    １ 町会員の融和促進 

    ２ 防災・防犯意識の向上 

    ３ 青少年健全育成の推進 

    ４ 高齢者・ こころケアーの推進 

    ５ 地域環境衛生の推進 

    ６ 情報共有の推進 

  活 動 

     １ 会員増強 

２ 総会・役員会の開催 

    ３ 情報・回覧等の伝達及び広報の充実 

    ４ 地域の状況・課題など研修の実施 

    ５ 緑町連合会との連携 

    ６ 消防団第二分団への協力 

    ７ みどり子供会への活動協力及び助成 

    ８ 小金井福祉協議会との連携協力 

    ９ 各種募金活動への協力 

    10 緑町ふれあいサロンヘの助成 

 

５ 



       （第４号議案 参考資料） 

 令和４年度 想定される活動予定   

年 月 日 内       容 

  ４ １７  令和３年度会計監査、役員会（総会提出議案書の調製） 

  
５ 

２２  令和４年度総会 

  ２５  緑町連合町会総会 関係役員出席 

令 

６ 

４  みどり子供会廃品回収に協力 

      連合町会第１回理事役員会   関係役員出席 

     役員会(今後の活動計画、大運動会への対応） 

  ７    連合町会第２回理事役員会   関係役員出席 

  

８ 

   連合町会第３回理事役員会   関係役員出席 

和   役員会(大運動会への対応等） 

  
21～

27 
 ラジオ体操（みどり子供会と共催） 

  

9 

   連合町会第４回理事役員会   関係役員出席 

４ 中旬  役員会（敬老行事・大運動会対応等）  

  中旬  敬老の日お祝い自宅訪問（みどり子供会と共催） 

  １０ ２９  連合町会大運動会参加  (雨天の場合 翌３０日） 

  

１１ 

５  みどり子供会廃品回収に協力 

年    連合町会第５回理事役員会（避難防災訓練運営等） 関係役員出席 

     小金井市町会自治会ブロック会 町会長出席 

  中旬  役員会（避難防災訓練対応、今後の活動等） 

  ２３  連合町会避難防災訓練参加 （雨天中止）  

  １２ 下旬  消防団第２分団歳末特別警戒協力 正副会長出席 

令 １ ９  消防団出初式第２分団参加協力 正副会長出席 

和 
１～

２ 
   研修会 

５ ２ ４  みどり子供会廃品回収に協力 

年 
３ 

   連合町会第６回理事役員会 関係役員出席 

     役員会（令和３年度の活動総括、新年度の町会運営） 

     ６    



  



 

（第６号議案） 

緑町第二町会規約の一部改正 

 

１ 役員に関する規定の整備 

 (1) 役員定数の弾力化 （第９条） 

    現行規定では役職ごとにその役員数を具体的に定めているが、代表者としての権限 

と責任を負う「会長」、一元的な事務処理と責任を担う「会計」、適正を期すため複数 

の眼でのチェックが望まれる「監査役」を除いては、その時々の課題等に応じて弾力 

的に取組体制を組めるよう、「副会長」については上限数、その他の役職については「若 

干名」と定めることとする。 

 

 (2) 役職の兼任手続きの整備 （第１０条） 

      地域の課題は様々な領域にまたがるものが多いため、その取組みには様々な知識・ 

経験を持った方々の参加が望まれる。その一方で、町会の役職を担う人材の確保は難 

しい現実もある。このため町会として限られた人材で効果的な体制を組むためには、 

役員に他の役職も兼務して頂かなければならないことがある。その際は本人の同意を 

得たうえで行うことを明記することとする。 

 

２ 事業所の町会加入に関する規定整備 

 (1) 加入要件の明記 （第６条第２項、第２６条第２項） 

    これまで町会は、地域に居住する方々に世帯単位で加入してもらってきたが、地域 

     にはいくつもの事業所があり、昨今は地域活動にも目を向け、町会加入の意向を持つ 

     事業所も出てきている。しかし、事業所の業種、業態、規模等は様々であること、ま 

   た、地域との関りは業務時間内に限られることなど一般世帯との相違点も多いことか 

     ら、町会規約には事業所の町会加入についての規定が置かれていなかった。 

    そこで今回は、加入意向を持つ事業所は現在のところ比較的小規模な事業所が多い 

   ことから、町会の回覧板など地域情報の提供や町会行事等への参加はできるが、祝意・ 

     弔慰金の支給については小金井市内に住所がある事業所経営者に限ることとして、町 

会に加入よう規定を設けることとする。 

 (2) 会員事業所の町会費の額の明記 （第７条第２項・第３項） 

    町会に加入する事業所の町会費については、事業所の規模等に拘わらず年額３千円 

とし、年度途中で加入する場合は入会月以降の町会費は月額２５０円とすることとす 

る。 

 

３ 祝意・弔慰金申請に関する規定の整備 

 (1) 会員事業所については、祝意・弔慰金の支給申請は、前記のとおり小金井市内に住 

所がある事業所経営者に限ることを追加規定することとする。（第２６条第２項） 

 (2) 祝意・弔慰金の支給申請は、原則として別表２に支給事由ごとに掲げる期日までに 

   行うように、規約本文にも明記することとする。（第２６条第３項） 

８ 



（第６号議案参考資料） 

 緑 町 第 二 町 会 規 約 改 正 の 新 旧 比 較 

 

              ＊ 今回の規約改正に係る部分は、当該部分に下線を付して表記 

              ＊ 改正により挿入する語句は斜体で、削除する語句は網掛で表記 

      第１章 総 則 

 （名称） 

第１条 本会の名称は、緑町第二町会（以下「本会」という）とする。 

 （地域） 

第２条 本会の所掌する地域は、別表１に掲げる地域（以下「地域」という）とする。 

 （事務所） 

第３条 本会の事務所は、本会会長宅に置く。 

 （目的） 

第４条 本会は、本会の地域の住民が相互の交流と支え合いにより、安全で安心して心豊 

 かに生き生きと暮らせる地域づくりを促進することを目的とする。 

 （事業・活動） 

第５条 本会は、前条の目的のため、次の事業及び活動を行う。 

(1) 会員の地域への関心と自治意識を高めるための活動 

(2) 環境衛生向上のための活動 

(3) 道路、防犯・防災施設等の整備促進のための市への要請・協力活動 

(4) 児童・青少年の健全育成のための活動 

(5) 高齢者の見守り、日常生活支援など地域福祉の向上のための取組み 

(6)  福祉募金運動への協力 

(7)  会員相互の交流を図るための活動及び祝意弔慰事業 

(8)  その他前条の目的のために有用な事業及び活動 

 （会員） 

第６条 本会の会員は、本会の地域に居住し、会費を納入した住民により構成される。 

                    世帯の構成員、並びに本会の地域に所在し会費を納入した 

事業所（以下「会員事業所」という） 

２ 本会の地域に隣接する地区に居住し従前より本会に加入していた世帯については、町 

会費の納入により引き続き本会の会員となることができる。 

 （町会費） 

第７条 本会の会費（以下「町会費」という）は、一世帯につき年額１,２００円とする。 

 
３ 年度途中で入会した場合の当該年度の町会費の額は、入会月以降の月数に１００円を 

              、世帯については１００円、事業所については２５０円 

乗じた額とする。 

４ 納入された町会費は、年度途中での退会による返金は行わない。 

 （部・班） 

第８条 本会の活動を円滑に行うため、地域をいくつかの部に分け、部にいくつかの班を 

を置くことができる。 

２ 会員事業所の町会費は、原則として一事業所につき年額３,０００円とする。 



２ 部及び班には、それぞれ部長及び班長を置く。 

 

 

     第２章 役 員 等 

 （役員） 

第９条 本会に、次の役員を置く。 

(1) 会長               １名 

 (2) 副会長              ３名  ３名以内 

 (3) 会計               １名  

 (4) 会計監査役            ２名 

 (5) 総務委員             １名  若干名 

 (6) 広報委員             １名   若干名 

 (7) 青少年育成委員          ２名   若干名 

 (8) ごみゼロ化推進委員        ２名   若干名 

 (9) 福祉地区委員           １名   若干名 

２ 会長は、必要と認めたときは第１８条に定める役員会（以下「役員会」という）の承 

 認を得て、前項に定める役員の数を増減し、あるいは新たな役員を置くことができる。 

 （役員等の選任） 

第１０条 役員は、総会の承認を得て任命される。 

２ 会長は、必要と認めたときは役員会の承認及び本人の同意を得て、会長及び会計監査 

役以外の役職について、会長が指名する役員に兼務させることができる。 

３ 部長及び班長は、それぞれ部内及び班内で互選し、部長が会長に届け出る。 

 （相談役） 

第１１条 本会には相談役を若干名置くことができる。 

２ 相談役は、会長が役員会の承認を得て委嘱する。 

３ 相談役は、本会の運営等について会長等の求めにより知見を述べる。 

 （役員等の任期） 

第１２条 役員、相談役、部長の任期は２年、班長の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 役員等が任期途中で交代した場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （連合町会役員会への参加） 

第１３条 緑町連合町会理事役員会に参加する者については、会長が役員会の承認を得て 

役員のうちから指名する。 

 

 （役員等の職務） 

第１４条 役員の職務は、次の各号に定めるところによる。 

 (1) 会長は、本会を代表し、会務を総理する。 

 (2) 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、会長が指定した順位により会長 

   の職務を代行する。 

 (3) 会計は、会計事務を掌理する。 

 (4) 会計監査役は、金員の保管状況及び会計帳簿等の記帳・保管状況の監査を行う。 

 (5) 総務委員は、本会の円滑な運営のため会長が指示する業務を処理する。 

 (6) 広報委員は、本会の活動状況等の会員への周知を図る。 



  (7) 青少年育成委員は、地域青少年の健全育成の推進を図る。 

 (8) ごみゼロ化推進委員は、地域から出るごみの減量・分別の励行及び地域環境美化 

  の推進を図る。 

 (9) 福祉地区委員は、市社会福祉協議会と連携して地域福祉活動の推進を図る。 

  (10) 部長は、役員会及び班長との連絡・情報交換に努めるとともに回覧板を掌理する。 

(11) 班長は、班内の会員及び部長との連絡・情報交換に努めるとともに、回覧板の回 

  付、町会費等の集金を担う。 

 

     第３章 会 議 （ 省 略 ） 

 

     第４章 資産及び会計 （ 省 略 ） 

 

     第５章 補 則 

 （祝意・弔慰金） 

第２６条 会員への祝金、礼金及び弔慰金については、別表２に定めるところによる。 

２ 前項の規定は、会員事業所については小金井市内に住所を有する当該事業所の経営者 

に限り適用するものとする。 

３ 出産祝金、弔慰金の申請は、ご家族より所属の班長、部長を経由して 

  別表２に掲げる祝意・弔慰事由に該当する世帯 

            、同表に事由別に掲げる期日までに会長に届けるものとする。 

 （補則） 

第２７条 この規約に定めるもののほか必要な事項については、会長が役員会の承認を得 

 て定めることができる。 

 

 

    付 則 （令和２年 規約全部改正） 

１ この規約は、令和２年６月２２日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 

２ 祝金、礼金及び弔慰金に関する内規は、廃止する。 

 

    付 則  （令和４年 一部改正） 

１ この改正に係る規定は、令和４年５月〇〇から施行し、令和４年４月１日から 

 適用する。 

 

 

別表 １ 緑町第二町会の地域 

 

 

町　 丁 　　　区　　　 域  

　緑町一丁目 　　　全　　 　域

　緑町五丁目 　１～３、１２の一部、１３～１８



別表２ 祝意・弔慰金・役員退任謝礼金 

 

  

種 　別 事　 　　由　　 金額 (円) 申　   　請

出産祝金 会員世帯にお子さんが産まれたとき ３０００ 原則として３２日以内にご家族が申請

弔 慰 金 会員世帯の方が亡くなったとき ５０００ 原則として４９日以内にご家族が申請

役員退任謝礼金 役員が退任したとき 役員会で協議





  



(総会参考資料 ２）    

緑町第二町会 部・班、加入世帯・事業所数  

部 班  部 班 

 部長、班・世帯数 No 
世帯

数 
備   考   部長、班・世帯数 No 

世帯

数 
備  考 

  １ ３      １ ４   

第 １ 部 ２ ４    第 ４ 部 ２ ３   

  ３       欠  番    ３ ３   

大 野 美 惠 ４ ６    須 沢 清 子 ４ ４   

  ５ ６      ５ ２   

    ７班 ６ １０  グリーンヒルズ  １０班 ６ ６   

４９世帯 ７ ２  ニッセイパレス東小金井     ７７世帯 ７ ４   

  １事業所 ８ １８  フォレスト東小金井    ８ ４   

  ＊    村田学園    ９ ７   

  １ ５      
１

０ 
４０  サンクレイドル 

  ２ ３      １    欠  番 

第 ２ 部 ３ ８    第 ５ 部 ２ ５   

  ４   欠  番  野 口 憲 一 ３ １２   

鴨 下 正 一 ５ ７      ５班 ４ ８   

  ６ ２９  プレシス東小金井    ４３世帯 ５ ９   

   １０班 ７ ９      ６ ９   

８４世帯 ８ ６      １ ３   

  ９ ５    第 ６ 部 ２   欠  番 

  
１

０ 
４      ３ ４   

  
１

１ 
８  ダイヤパレス小金井  須 坂 英 子 ４ １   

  １   欠  番    ５ ９   

  ２   欠  番    ６班 ６   欠  番 

第 ３ 部 ３ ２    ３３世帯 ７ ８   

  ４ ３      ３事業所 ８ ８   

  ５   欠  番    ＊    カナール商事 

 岡 田 治 子 ６ ３        ＊    うさぎ、北条会 

  ７ ９      ＊    アトム薬局 

    ７班 ８   欠  番  第 ７ 部 
１ ３３ 

  ライオンズ武蔵野   

４４世帯 ９ １２        ３３世帯   オークレジデンス 

   ３事業所  
１

０ 
２    第 ８ 部 １ ８３   ライオンズ武蔵野  



  
１

１ 
１３      ８３世帯   フォリーナ 

  ＊    福寿こがねい緑町   みどり子供会 
１ １１  部外子供会加入世帯 

  ＊    さくらサポート     １１世帯 

  ＊    NPO 法人現代座          

         ８部＋１   ４８班  ４５７世帯    ７事業所   

    １５    

  



（総会参考資料 ３） 

緑 町 第 二 町 会 規 約  （改正後の条文） 

令和２年６月 全部改正 

令和４年５月 一部改正 

     第１章 総 則 

 （名称） 

第２条 本会の名称は、緑町第二町会（以下「本会」という）とする。 

 （地域） 

第２条 本会の所掌する地域は、別表１に掲げる地域（以下「地域」という）とする。 

 （事務所） 

第３条 本会の事務所は、本会会長宅に置く。 

 （目的） 

第４条 本会は、本会の地域の住民が相互の交流と支え合いにより、安全で安心して心豊 

 かに生き生きと暮らせる地域づくりを促進することを目的とする。 

 （事業・活動） 

第５条 本会は、前条の目的のため、次の事業及び活動を行う。 

(5) 会員の地域への関心と自治意識を高めるための活動 

(6) 環境衛生向上のための活動 

(7) 道路、防犯・防災施設等の整備促進のための市への要請・協力活動 

(8) 児童・青少年の健全育成のための活動 

(5) 高齢者の見守り、日常生活支援など地域福祉の向上のための取組み 

(6)  福祉募金運動への協力 

(7)  会員相互の交流を図るための活動及び祝意弔慰事業 

(8)  その他前条の目的のために有用な事業及び活動 

 （会員） 

第６条 本会の会員は、本会の地域に居住し会費を納入した世帯の構成員、並びに本会の 

地域に所在し会費を納入した事業所（以下「会員事業所」という）により構成される。 

２ 本会の地域に隣接する地区に居住し従前より本会に加入していた世帯については、町 

会費の納入により引き続き本会の会員となることができる。 

 （町会費） 

第７条 本会の会費（以下「町会費」という）は、一世帯につき年額１,２００円とする。 

２ 会員事業所の町会費は、原則として一事業所につき年額３,０００円とする。 

３ 年度途中で入会した場合の当該年度の町会費の額は、入会月以降の月数に、世帯については１００円、事業

所については２５０円を乗じた額とする。 

４ 納入された町会費は、年度途中での退会による返金は行わない。 

 （部・班） 

第８条 本会の活動を円滑に行うため、地域をいくつかの部に分け、部にいくつかの班を 

を置くことができる。 

２ 部及び班には、それぞれ部長及び班長を置く。 

 

     第２章 役 員 等 



 （役員） 

第９条 本会に、次の役員を置く。 

(1) 会長               １名 

 (2) 副会長              ３名以内 

 (3) 会計               １名 

 (4) 会計監査役            ２名 

 (5) 総務委員             若干名 

 (6) 広報委員             若干名 

 (7) 青少年育成委員          若干名 

 (8) ごみゼロ化推進委員        若干名 

 (9) 福祉地区委員           若干名 

２ 会長は、必要と認めたときは第１８条に定める役員会（以下「役員会」という）の承 

 認を得て、前項に定める役員の数を増減し、あるいは新たな役員を置く 

ことができる。 

 （役員等の選任） 

第１０条 役員は、総会の承認を得て任命される。 

２ 会長は、必要と認めたときは役員会の承認及び本人の同意を得て、会長及び会計監査 

役以外の役職について、会長が指名する役員に兼務させることができる。 

３ 部長及び班長は、それぞれ部内及び班内で互選し、部長が会長に届け出る。 

 （相談役） 

第１１条 本会には相談役を若干名置くことができる。 

２ 相談役は、会長が役員会の承認を得て委嘱する。 

３ 相談役は、本会の運営等について会長等の求めにより知見を述べる。 

 （役員等の任期） 

第１２条 役員、相談役、部長の任期は２年、班長の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 役員等が任期途中で交代した場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （連合町会役員会への参加） 

第１３条 緑町連合町会理事役員会に参加する者については、会長が役員会の承認を得て 

役員のうちから指名する。 

 （役員等の職務） 

第１４条 役員の職務は、次の各号に定めるところによる。 

 (1) 会長は、本会を代表し、会務を総理する。 

 (2) 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、会長が指定した順位により会長 

   の職務を代行する。 

 (3) 会計は、会計事務を掌理する。 

 (4) 会計監査役は、金員の保管状況及び会計帳簿等の記帳・保管状況の監査を行う。 

 (5) 総務委員は、本会の円滑な運営のため会長が指示する業務を処理する。 

 (6) 広報委員は、本会の活動状況等の会員への周知を図る。 

  (7) 青少年育成委員は、地域青少年の健全育成の推進を図る。 

 (8) ごみゼロ化推進委員は、地域から出るごみの減量・分別の励行及び地域環境美化 

  の推進を図る。 

 (9) 福祉地区委員は、市社会福祉協議会と連携して地域福祉活動の推進を図る。 



  (10) 部長は、役員会及び班長との連絡・情報交換に努めるとともに回覧板を掌理する。 

(11) 班長は、班内の会員及び部長との連絡・情報交換に努めるとともに、回覧板の回 

  付、町会費等の集金を担う。 

 

     第３章 会 議 

 （総会） 

第１５条 本会の総会の構成員は、役員会構成員及び班長とする。 

２ 総会は、毎年１回開催し、必要な場合は臨時に総会を開催する。 

（総会の審議事項） 

第１６条 総会は、次の事項を審議する。 

 (1) 前年度の事業報告及び決算 

 (2) 新年度の事業計画及び予算 

 (3) 規約の改廃 

 (4) 財産の処分 

 (5) 役員の選任 

 (6) その他重要な案件 

 （総会の招集及び運営） 

第１７条 総会は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 会長は、役員会構成員の３分の２以上から総会開催の求めがあったときは、総会を招 

集しなければならない。 

３ 総会は、役員会構成員の３分の２以上の出席をもって成立する。 

４ 総会の議決は、出席者の３分の２以上の賛成をもって可決する。 

 （役員会の構成） 

第１８条 本会の役員会構成員は、役員、相談役及び部長とする。 

 （役員会の審議事項） 

第１９条 役員会は、次の事項を審議する。 

 (1) 総会で議決された事業計画等を実施するための具体的な事項 

 (2) 本会の運営に関する事項 

 (3)  市からの協力要請等への対応 

 （役員会の招集及び運営） 

第２０条 役員会は、必要に応じて会長が招集し、その議長となる。 

２ 会長は、役員会構成員の３分の２以上から役員会開催の請求があったときは、役員会 

を招集しなければならない 

３ 役員会は、役員会構成員の２分の１以上の出席をもって成立する。 

４ 役員会の議決は、出席者の３分の２以上の賛成をもって可決する。 

 （緊急事案への対応） 

第２１条 総会に諮るべき重要案件で急施を要し総会で審議する間がないもの対応につい 

 ては、会長は役員会に諮り処理することができる。ただし、事後に総会に報告しその承 

 認を得なければならない。 

 

     第４章 資産及び会計 

 （資産） 



第２２条 本会の資産は、次に掲げるものとする。 

 (1) 町会費 

 (2) 事業に伴う収入 

 (3) 寄付金品 

 (4) 補助金 

 (5) 資産から生ずる利子 

 (6) 前各号に掲げるもの以外の雑収入 

 （経費の支弁） 

第２３条 本会の経費は、資産をもって支弁する。 

 （資産管理） 

第２４条 本会の資産は、会長が総理し、会計が保管・管理する。  

 （会計年度） 

第２５条 本会の会計年度は、４月１日より翌年３月３１日までとする。 

 

     第５章 補 則 

 （祝意・弔慰金） 

第２６条 会員への祝金、礼金及び弔慰金については、別表２に定めるところによる。 

２ 前項の規定は、会員事業所については小金井市内に住所を有する当該事業所の経営者 

に限り適用するものとする。 

３ 出産祝金、弔慰金の申請は、別表２に掲げる祝意・弔慰事由に該当する世帯より所属 

の班長、部長を経由して、同表に事由別に掲げる期日までに会長に届けるものとする。 

 （補則） 

第２７条 この規約に定めるもののほか必要な事項については、会長が役員会の承認を得 

 て定めることができる。 

 

 

    付 則 （令和２年 規約全部改正） 

１ この規約は、令和２年６月２２日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 

２ 祝金、礼金及び弔慰金に関する内規は、廃止する。 

 

    付 則  （令和４年 一部改正） 

１ この改正に係る規定は、令和４年５月２２日から施行し、令和４年４月１日から 

適用する。 

 

 

別表 １ 緑町第二町会の地域 

 

町　 丁 　　　区　　　 域  

　緑町一丁目 　　　全　　 　域

　緑町五丁目 　１～３、１２の一部、１３～１８



 

 

別表２ 祝意・弔慰金・役員退任謝礼金 

 

 

 

  

種 　別 事　 　　由　　 金額 (円) 申　   　請

出産祝金 会員世帯にお子さんが産まれたとき ３０００ 原則として３２日以内にご家族が申請

弔 慰 金 会員世帯の方が亡くなったとき ５０００ 原則として４９日以内にご家族が申請

役員退任謝礼金 役員が退任したとき 役員会で協議



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑町第二町会のホームページのインターネットでの検索は、 

 「小金井市緑町第二町会」と入力すると閲覧・プリントができます 

 


